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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

地域包括支援センターと基幹包括支援センターとが連携して高齢者の課題の把握に努めた。引き続き、地域の高齢者の課題の

把握と課題への対応に取り組む。

改革改善

の考え方

①問題

点

地域の高齢者の課題の把握を進め、まちづくり委員会等と協力して課題への対応を行なう必要がある。

②改革

提案

地域包括支援センターとの連携会議、まちづくり委員会との懇談会等様々な場を活用して地域の高齢者の課題の把握と

課題への対応の考え方のまとめ、具体的な取組への働きかけをできるところから行う。

総事業費①+② 10,166 6,661 9,840

人件費計（千円）② 3,218 3,218

6,641

正規職員所要時間 900 900

臨時職員所要時間

一般財源 6,148 6,661 5,634

その他

起債

県支出金

国庫支出金 800 988

事業費計（千円）① 6,948 6,661 6,622 6,641 （国）認知症対策連携強化事業補助金（10/10）

25年度予算額 特定財源内訳、補足

6,641

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　基幹包括支援センターと地域包括支援センターが連携して高齢者の

支援を実施

２　ほりばた長寿支援センターを起点として、高齢者が地域の中で自立し

て安心して暮らしていけるための仕組みづくりを多様な主体との連携により

検討し、実施していく。

１　いいだ地域包括支援センターで

の相談延人員

２　いいだ地域包括支援センターと

福祉事務所との連絡調整件数

３　多様な主体との協働により取り

組んだプロジェクト数

１　1,801人

２　801件

３　   2件

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

基幹包括支援センター（介護高齢課の介護予防及び相談部門）といいだ地域包括支援センター（旧市５地区と上郷・座光寺地区を担当。

介護予防マネジメント、総合相談・支援、包括的・継続的マネジメントを実施）の合同事務所を「ほりばた長寿支援センター」として設置し、連

携して高齢者の支援を行う。

ほりばた長寿支援センターを起点として、高齢者が地域の中で自立して安心して暮らしていけるための仕組みづくりに多様な主体との連携

を基に取り組む。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

1801 2100 2500

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

いいだ地域包括支援センターでの相談延人員 1800

28年度見込み

６５歳以上の高齢者数（いいだ地域

包括支援センター担当地区（橋

北、橋南、羽場、丸山、東野、座光

10917

意図（どういう状態

にするか）

高齢者が安心して暮らすことができるように支援する。

向上させたい上位施

策の成果指標

安心して暮らせる高齢者の割合

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） ６５歳以上の高齢者

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 35 高齢者福祉の推進

基本計画上

の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

課等名 介護高齢課 係等名 基幹包括支援センター

事業種別 政策 開始 21 終了

事務事業名

会計 一般会計

包括支援センター運営事業

35 事業№ 14 26平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 3 施策№


